
5. 寒害防止試験

!試験担当者

本場造林部長 :加 藤善忠

• 防災部長 :川 口武雄

" 防災科長 :井 上 桂

• 気家研究室 :岡 上正夫ほか

・ 防災第二研究室 :佐 藤 正ほか

" 造林第一研究室 :土 弁恭次ほか

北海道支构造林研究室 :中 野 実ほか

東北支場育林部長 :森 下義郎

東北支揚育林第一研究室 :古 川 忠榇か

" 梯村第四研究室 村 井 宏ほか

0西支場造林研究室 早稲田 収ほか

九州支場長 甲斐原一朗

九州支将造林研究室 尾 方信夫ほか

九州支場保按第一研室室: 徳 正附山检か

"土嫉研究室: 若 筋正二ほか

’ 防災研究室: 白 井純郎ほか

2 試験目的

と木の気後害ゆうち寒害の占める割合は比絞的大きい。昭和5 8年愛における森林国莒保険金 

の支払の高では気歎害の8 2务か昼害であり,面旅も84傍あつも 国有林においては統計上「そ 

の他」の部類に入るので明確でないが,造林地の拡大に伴nて寒害は大をな問題と左っている。 

本試験は,谷地の您害の央您を明らかにして,冇効な防】1洪を案出することを目的とし,昭和 

5 8年より,本場&び北海道,東北,関西,九州の4支嶋の共同硏究として実施してきたもので 

ある。

3 前年度までの経過と得られた結果

n)塞害の分類 凄告発生の実態は地域によって特徵があるが,全国を通じて.統一した分類・

類型が立てられるようであろ。わが国では寒罟の分演について11の文做かあるが,分類の什 

方,用語はまちまちである。実懇が明らかになれば,当然統一ーした用・抬・分類を用いるべきで
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あろう。武実として下記の分類用箱を検,H中である。

寒害
寒風害

成??[
箝害］

冬季發害

早咐 

晩那害

⑵各地の被害発生の実?® ^

仔)北海道他方 トドマツ,アカエゾマッゆ晩狷害カ:古くから問西にされているカ:,近年造

林の典:大にともなってカラマツも加わり,晚霜害のほか,ぎ李凍害や,應風苫が目立って也 

ている。これらは道東,すなわち,十勝,釧路,根室地方や,道北わ天塩地方,支笏湖間辺 

の坦坂地方に多い。凍害の発生する地形は,本用と冋じく,凹地淋,台地状坦形,斜而下部 

などで,晚罚害は大部分は芽の凍死であるが,冬季陳害は,枝・泠も凍死することがある。 

塞風害は,土壕凍結がはじまってから1カ月後の1月から2月にかけて発生し,本州以西と 

違って,南斜面に多い。これは兩斜面の方が根蛍かお、モく,積当深力:浅いからとも,また, 

北斜而に比べて造林木の水分消失量が大きいとも"3•われている。この他力ラマッ秋枪圖の冬 

季中の裁害も大きい。トドマツ,アカエゾマッの晚村犯については,4t±Z>詳細左研究があ 

るが、その他については,性だ実想の明礁でない点があり,国有林と協力して明らかにする 

必要がある。

(°)束北地方 •済雪が少なく瀝似の唆しい表日本側に多く,また冬の季節風を直接うける日

本海沿岸部むよび下北半场沿岸部にもみられる。!m内外の・昭地でもかなりの被害の出る 

ところもある。表日本側は,凍書も少なくないが,寒風害も広範囲であり,両者が併発して 

いる所も多い。北上川沿いや北上山系,岡武般山系の平坦あるいは援,斜地に旅害がみられ, 

北上・阿武饌山系の西〜北斜面,吳羽山系の蔵王山,八幅乎,ハ甲由山その他高海抜地の東 

側山麓部移の吹き下ろしや裏日本からの吹き通し地に寒殴":多い。被害の主なものは5年 

生ぐらい・までのスギが大部分でー嚇アカマツが寒風害にかかるところもある。東北地方の実 

態調査は他地方に比べて間始年痩が遅かったので:Jだ不明確な点があり早急に調査する必穀 

がある。

の 関束地方 北および西部山岳地帯は,スギ,ヒノキの寒風告が主体であり,関東平野部

はスギの现告が主体である〇 一部アカマツ,カラマツの被害もあるが响である。怒風罟は北 

に偏した斜面の被害が大きいが,明らかに冬季の降水と冽係がおり,雨や勺が多いと彼•書は 

少ない。凍害は,他地域と同じく,凹地,平蛆台地,山腹斜面下部などであるが,九州で侍 

gな南斜面の凍害があらわれる。
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目 中部地方 長野"カラマツを主体とする晚尚害,山梨,静E両供つスギ,ヒノキの寒風

客,愛•知姑西北部のスギ・ヒノキつ凍石が多いことが特泉とい角ふ 発生地滋は他つ地域と 

同じである。

(・が 近幾•中国•四国地方 マだ+分実態がつかまれていないが,断片的な報告はある。近 

幾・中国他方は41年度から調充をはじめた〇

3 九州地ガ 北九州や中部山岳地帯にはスギの寒阪害が多く,南九州はスギの凍害が多い,

すなわち,寒風害は,竝紫山系や九m：,间蘇山地などの標高7 〇 〇嚣以上の北西而に多く発 

生し,凍新’&は,九近,阿戒,霧岛山尙辺,大分県南部から宮崎限の九州山地よりの地帯, 

人吉»小国・都城の盆地地区,鹿児岛県の帰境山岳地带で,凹地形,谷筋,山確下部,平坦 

台地,南面に多い。昭和31年より調査に入り,ほぼ趣调査は完了した〇

⑶症伏,発生時期,発生環境

(イ)寒風害 基風害による造林木の被害経過を冬季故回にfgって実測剧察したものとしては,

北闵朿のスギと,苫小牧のトドマツ,7•カエゾマッの2例がある、いずれも・典色の変化,憐 

体の含水率などと同時に,牧温,士壕凍結,阕速なども沖定し,被告の進行伏況刀沃分明ら 

かになった〇発生時期はいずれい〜2月が报團期であった.スギで児北伺斟面｛て多いこと 

は中之条営林署宥内の調査で明らかとなり,方位と被害ふとの間に髙い相関かあーった〇地区 

こ・とに,地形因子と披罟変の定甘的な関係をこんごも明らかにする必要がある。

(ロ)凍害 北海道では.トドマツ,アカエゾマッの晩新告,カラマツの冬季城害,本州以西で

は,スギ,ヒノキの冬季涕害,カラマツの晚狷髭が多く,、まれにアカマツの晚布害がある。 

早:^歩は林木ではあまり問題にならない。トドマツ,アカエゾマッは,捕高に達した頃,毎 

年被害をうけ,街型が崎型になり成林しない〇ス芋•ヒノキは3〜6年生のものに多く , 

12月から冬季凍害がはじする。嗣枯型症伏は特故的左も、つであるが,全枯•部分的枯死も 

ある。樹体の上半部が祜死したばあい.生残部より折らしい枝が発生するが,多く蛙從長枝 

で再ぴ凍害をつけ,輦生刖になり,成林しにく くなるものもある。被害が够いばあい,冬季 

は焚色の変化が明嚥でないが,生長旺盛期になって,彼害部が樹液流動のネグクとなり,夏 

から秋にかけて枯死するものが出てくる。カラマツは5 ～6年生笑でのものに多く晚霜にょ 

る芽枯れが主体であるが,側枝が主枝Rなりやすいので為形になることは少い。とく 0用死 

部を玛除すれば回復成iけやい。発生琪境は,前述のよ?K .凹地伏地形,平坦白雄,斜而万 

部など低温になりやすいところである。また,低温気流の流れやすいいわゆる福道と称する 

地澄にも披舍が出矣 この低温気流が地形・地物にXり停滞すると被害が大きくなる。八ケ
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阿の野辺山力原におけるカラマツ,長身•愛知理北みになけるカラマツ,スギ左どの夹佻U 

告がある。

(4)立地区分 ^

寒害は須象告であるから,矢农現環の年变伽"って左右される。例はば前淺にかける12 

月〜2月の5カ月降水:htと隽吿矣生とには相当高い相网力;あるようだ。異’滸"’、そい血甫は被 

害を大き < する。このxうに具常从象に伴う突発的な核若も多いが,常胃的な被害もかなりあ 

る。そこで密害発生上から株地の立地区分をして公けば,極めて危険な地域は十分砲笑な防止 

法を溝ずるであろうし,比絞的輕い液苫しか起らない地域は安直な防止法でも役に立つことが 

わかるであろう。このように実用上からみても,立地区分は页彼左ものでるる〇現在試みてい 

る:りは,寒風書と凍害に分け,それぞれ大区分•中区分•小区分の5段階极のものである。こ 

あっち,鹿風害の大区分については,すでに発波ずみであるが,その他をついては検討中であ 

る。

大区分 中区分 小区分

多’雪燐彼害地帯 常宥帯 敝害区

風
城風害危険址带 怖習帯 中害区

害 溜跋滨被害地帯 非常潔帯 軽害区

裁
凍害危険地域 常爬地 激害区

-, 多発地 中害区

害
游彼害地城 小発地

霜害地

軽害区

(5)発生斷卅

有効適切企防止法を案出するには,発里機構がある程既解明されていなければならない。こ 

のため,この研究では,生理的な而よりむしろ世豚史韻的な面にjl■［点を設いて行なっていた〇 

(イ)凍害 相磴の凍結過程での凍花と融解過程での饭死の2つが考えられている。細胞や組

畏の陳結梯式すなわち,冲也外凍結,細胞内束結(フラシュ型と非フラッシュ型｛東結)など 

については北大低股硏での一連の研究業績が役立つ。そこで,われわれ灯外界条件との関係 

に取点を玲いてきた〇すなわち,咪祜過程での凍死では,外な温の低下征よって曲木が谏站 

するさい,その樹木の耐凍性が低いために東死するという考:し方をとっている。そこで,

(a) 樹木刀耐凍性の季節建化

(b) 気酬をど瓊心釜件の変奶に対する・对谏性の変化
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つ2面から研究中で:、〇〇 S);こつSて由外珀別とスギ品梃系夜別に渕套中であり,とくにス 

ギについて以不Z•支べ|可时K同一:!I点:を用い•こ地はにXる吊夾性混•いつズレ、Dイ)蕉を訓ベて 

い3 rb)(ついて;ー捉1年度丄リ払格的を訪究に入った<1つぎ‘に雑解退程での紐感の衆死は, 

H出前の彼此気思;こよる:M体紐、うi出氐成から,H出に伸って急激i闍既上昇かあることに起 

因しているのではないかと推定している〇このため,樹体^Q日変イ匕をしらべたところ,地 

塚•囱沌•天候によって異るが,綃天のばあい,スギが4.3〜ん 0 tplir ,札混でのセンノ 

キ南側!皮觸部-D9. OCdir,シラカンパ8tXhrなどZ)救應がえられ,意外に温既上昇の您敵 

なことがわかった〇これが触解過程にわ片る毋概の嫌死につながるかどうかは,さらに検討 

しなければたらない。 •

(ロ)を風” 造林木の水分収支•07Xバランスによるものと费明ざれているが,土培凍結,

低温,風,樹木招はの痛結など,水分収支につなが•る各耍因の彫奔变については,室内瘾 

の面からも,フィールドの而からも資料が極めて乏しいという伏愈て(ちる。遭切な突袋手法 

がないことKもよ石ので目下径々研究中である。

(6)防止法

この研究の彼終目的は访止法の確立にぢる。しかしそれには

M)有効な防止法と考2られるS くつかの手段x比校検討し,実用上Z)見通しが立つものにし 

ぼる。

(°) (4)に上って見通しの立った防止法につ引己用忒藏をする。ただし気累災害であるから小規 

模なものでは効果判定がむずかしい。したがって,ffi当俄模の実地厄用試験と左る。

以上の2つの段階が:％:しられるが,この硏究の終了予定力:4 3年であるので,まづ(ゆについ 

ての研究を実施し,(可について壮.您林局署の実用化试段に委ねた方がよいと考えている。

現在有効と考2られる防止法を楚理するとつぎのとれりで:らる。

同 防風怵 常者的な塞風害地帯で.1〜3年間で透林木がほとんど枯死するところでは,

防風林にたよるほか方法がない。防風怵の面ハ,林带巾,方向,林分磚造などと,冬季の 

欠’傷§和効果の閉係については資料カ:乏しい。山位地帯にみけるこれらの関係の基维的な 

資料を得ることがいそがれる。

(b) 土伏せ" ,害伏せ。可能な描令は•造林後2〜3年までであるので,その後も披列!をうけ 

やすい処H役に立たないcしたがって補助的手段と考えた方がよい。

(c) 下木植栽または帯伏度採による洌方保護。凍害防止法として確実であることは,北海迫 

にお・けるトドマツ,アカエゾマツ左どで実証されている。したがって本州以西のスギ,ヒ
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ノキのばあいの,上木の脅複,密旺,冷!状伐採の前などと頌央破和効果の関係をしらべる 

必婆カ:ある。

ld)臬湛,地被物利用〇スギ來害地なわいて,遮光沒にXる造林木茎茄うしゃへいか,効果 

るったことが诬められも したがって,実用上からは,これに代わる怛い,地枝物利用 

による保雀効果をしらべる必要がある。

(e)祥切り丘栖£前配M)と同援である。どの上うな立地のところまでイ」;初かの判定を必 

婆とする。
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4 1 年 變

(1)•便害の分類 本・支竭それぞれ試案を作成とし相互に垸对するこ::にした そ 

の結果分類の基本については意見の一致企みたカ:(ナで:こ記述し 

だとお・い さらに定義等の検衬をナる。

⑵地域別被会浜双QJ2 -
援

一分坦をつぎのまうはした_______________________________

本・支場 担当地域 主&対象樹利1 主晚対虫被害

北海道 北 海 道 卜 探風害 來肯

東 北 東 北 スギIアカマツ 寒倒罟 倣害

本 場
関 束

中 部

スギ,ヒノキ 您風害 侏咎

アカマツ,カラマッ 園害(晩滞・)

関 西 輿西・北陸・中園 スギ,ヒノキ 痩/書 仙害

九 州 九 川 スギ,ヒノキ 凍害

担当区域内の国有林・県林試と掐カして既往の玄 

つとめる。

害資科の菟集に

(5)主要脚2別症状発生 

時明•発宝爭境

上記分黑にXリ各幽種の披害症状と複害型を夫々とりまとめるこ 

とにしたが有料D相(し交换に筷り十分検討ざれてい左い

(4)立地使分 大・中・小次分つ独木的な考え方の調整を行ない。それぞれの担 

当地域で試案を作"€〇

⑶発生機作 勃以性の季節変化:スギ间一品補を用いての地城差,圈称問の避 

い,年変動はついて検討中。また,スギ品種,系统別のが陳性の 

差を追究している,故斉よび土埃陳玷苗木の水分収支について予 

備的試袖套行なってい瓦,

(6)防 止 法 九州では疎害防除法につき前述のとおり一応見通しの立ったもの 

が2 , 3あるのでこれ»对け試曲を実施中

— I 8〇-

4 2 年度 4 3 年既
・楽試:;(想としての杭案を完成し,外部意見との押 

整をはかり完了さ也る”

なし

前年变つ日料に山とずき現地調査を行ない担当地做 

内の彼舀の特叔だ阳につとめる。

待充街砂のら9月中に各担当地域の宵 

権理を終了させ・石。

全國的調整全はかり完了する。

捉当主要樹碰の被害型分類の試案を作り相互に検討 

ナ知 本年値はスギに页点をおき完成させるcただ 

し・北海泌はトドマツとする。

前年に貫つづき,ヒノキ,カラマツ等他 

樹秘の被害型分類を完成ざせる。

だ恩苫については中区分の画定法と小区分のR；:的標 

示に,It点をれく。凍害は大区分の画定法の検衬に!fi 

点をおく。

:・風害•谏害とも大•中・小各立地区分 

の両定を終了ざせる。

耐凍性については,樹種間の差はスギ,ヒノキ,ア 

カマッに肃点を丸、き,束北,本場,闵西,九州て•実 

施するc年変動,地!.或差は同時に愤讨する。スギ系 

統別は東北,九州が実施するc風,土’諏粘,樹休 

凍結と水分収支に束北がスギ.アカマツ,北海道は 

トドマツ,カラマツにつを実施する。

前年度のA迷就実施と既往の成果のとりま 

とめを行なう。発生機作については完了 

ざ之ることは困難であるのでその後の問 

題点について健経.常研究で継挽して行な 

5こととする。

防風林つ気象緩和効果,上木保後がよび仰伏植我に

!る領象後和効果の判定を本場,朿北を中心に実施

する。

前年KO« 実施と同時に防止法実用化 

試験が央施できるよう度往の成果を検討 

とりまとめる。
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